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7イカうングベンチレータCL V -JOの長期連続使用(ì7~日間)経験

当該患者は42才、男性、平成元年2月18日交通

事故にて脳鐙傷、第l、2頚推脱臼で第l頭神経

以下の完全麻療のため、意識障害、四肢麻簿、呼

吸麻態あり ICUにて呼吸及び全身管理を開始。

当所 ICUではCV-3000によるCMVモードで呼

吸をサポートした。

脳挫傷による意識障害も軽快したので、同年

3月2目、同ベンチレータのまま脳外科病棟へ転

床、 3月9日には成型外科病棟へ。同病棟では圧

縮空気の配管がないので、コンプレッサー付の人

工呼吸器削ー2を使用していた。

重症4人室のためI1A-2の作動音に対して苦情が

多く、当時たまたまデモとして借り入れていた

CLV-50を装着したところ、 まず、第一にこの騒音

の問題が解決。 次いで ICUと違い ー般病棟では、

ベンチレータの取扱いやメンテナンスは通常ナー

スに依存することが多いので、これらの容易さか

らも歓迎された。 ICU以外の病棟での使用に供

する人工呼吸器として後記する数多 くの利点から

第l候補となった本器を購入、従って平成元年11

月30日より 4年1月8日他施設へ転医するまで図

らずも 778日間、 18，687時間の長期連続使用と

なった。もちろんこの問機器の機械的ト ラブールは

発生せず、患者は2，3度気道感染を起こしたが
大事にいたらず軽快できた。

本人工呼吸器についても当然ながらメーカーサ

イドからは一定使用時間ごとの保守点検を受ける

ようにとなっていましたが、上記の経過で機器を

交換することなく長期間使用した結果逆に本機器

の耐久性が立証された。最近登場する人工呼吸器

は諸種の多機能を具備しているが、とりもなおさ

ず生命維持装置であるからその駆動部や各種パル

プ類の耐久性、堅牢性に於いてユーザーの信頼を

得るべきである。

本機器の有用性を列挙すると

① ICU以外の病棟などで使用する人工呼吸器と

しでも最良の機器の lつである。

②駆動源として圧縮空気を必要としない。

③作動音が極めて静粛。

④操作が容易で専門医が常駐していない病棟でも

使用しやすい。

⑤初期設定がスイyチ・オンで可、即緊急作動。

⑤比較的安価。

もちろんメーカー側が本CLVSOは主として小児から

成人までの呼吸不全や術後の患者の呼吸管理に使用

する総合呼吸管理ユニ ットであると概説してるよう

に、主モードにCI1V(調節呼吸)、ASSIST(補助呼

吸)SIt1V (同期式間歌強制換気)、FLO制(定常流酸

素療法)副毛ードにプレ γ シャー・サイクル、

PEEP/CPAP、深呼吸(SIGH)、プラ トー(EIP)などの

諸機能を有し汎用性の高い人工呼吸器である。
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